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峠を越えたフッサール・データベース
一―インターネット時代のマルチリンガル・テキストのために一―

は じ
`blこ

インターネットに何時間も費やして、ゴミの山からいったい何が見つけられ
る?一―これは、クリフォード0ス トールが『インターネットはからっぽの洞

窟』①において提起した問いである。彼は、もともと木星の研究や宇宙望遠鏡の

設計に携わる天文学者だが、インターネットで暗躍していたハイテクスパイ団

(いわゆる「ハッカー」一―この語は誤って用いられてきたが)を コンピュー

タネットワーク上で追い詰め捕まえた事件について自ら記した『カッコウはコ

ンピュータに卵を産む』②は世界的なベス トセラーになった。そういう経歴をも
つ彼が、インターネットの裏も表も知 り尽 くした者として、いま世界中に広が
るインターネットの熱狂的な流行に冷水を浴びせたのが、前述の彼の新著であ
る。このなかでストールは、インターネットとコンピュータに寄せられた過大
な期待にさまざまな点から異議を申し立てている。例えば、曰 く一―「コン

ピュータだから正しい」というのは、恐るべき誤解でしかない。/「パソコンで

何でもできる」のではなく、「パソコンでできることしかできない」。/ネ ット世
界は、自己主張するばかりで他人の意見に耳を貸さない輩の巣窟である。/オ イ
ライン図書館は読書の愉 しみを奪 うばか りか、文化の基盤をも破壊する。/
等々。一一しかし、冒頭の引用も含め、いずれの異議も私には、言わずもがな
のことか、あるいは、何かよく分からないけど何かすばらしいことがありそう
だという未知のものに寄せられた過剰な期待に対する挑発的な反応に過ぎない

ように思われる。

どんなことにもプラス面もあればマイナス面もある。プラス面ばかりを見て、
幻想をふりまくのは困りものだが、マイナス面ばかりことさらあら捜ししても

実 りは少ない。誇大広告が世間に喧伝されているなかでは、確かにこうした冷
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水を浴びせることも、「ちょつと待つて」と人々を立ち止まらせ、インターネッ

トとはわれわれにとって何なんだろうか、と冷静に考えさせる効果はあるだろ

う。しかし、それによって、「産湯とともに赤子を流す」ということになっては、

新しい芽を摘むことにしかならないだろう。マイナス面ばかり強調して、伸び

ようとしているものをつぶすことよりも、マイナス面を絶えず見据えつつも、

プラス面をどう生かし、活用して、伸ばしていくことができるか、そちらにこ

そエネルギーを使うべきではなかろうか。なるほどストーンは、「インターネッ

トをたんに批判しているのではなく、真の意味での社会基盤 (イ ンフラストラ

クチャ)と して存続してもらいたいと心底願つている」 (同書訳者あとがき)ら

しいことは、同書からも窺える。同書終章で彼は、コンピュータネットワーク

が「何かに近づく自由」を提供してくれるとしても、「何かから遠ざかる自由」

があってもいいのではないかと主張する一方で、だからと言つて、「その自由が

あったとしても、コンピュータを処分したり、キーボードに背中を向けたりす

る人はたいしていないだろう。ネットワークは便利だし、モデム経由で利用で

きる資源は山ほどあるから」 (同書 393頁 )と 、自らインターネットを棄てるつ

もりはないし、その価値を認めているのである。

しかし、そうであるなら、私には、やや期待をln~る 部分を差し引いたうえで

なお、インターネットの可能性を紹介して見せた立花隆の『インターネット探

検』。)が言う「インターネットはどこでもドア」というキヤツチフレーズの方が、

ほほえましくもあり、私たちを前向きにさせてくれるように思われるのである。

『宇宙からの帰還』『田中角栄研究』『日本共産党の研究』『脳死論』『サル学の

現在』などで、自ら足を使い人をも使つて集めた膨大な情報に基づいて執筆し

た経験のある立花隆だからこそ、インターネットがもたらした「情報革命」を

過不足なく評価しつつ、述べている。「人類社会がかつて経験したことがないほ

ど大量の情報が人々の間でやりとりされるようになった。それは同時に、それ

だけ大量の情報がそれだけ沢山の人の間で共有されることになったということ

でもある。それがこれからの人類社会にどんなインパクトをもたらすのか。こ

こが興味深い。」 (同書 167頁以下)と。ここで、インターネットは、情報の公

開を促進し、情報についての民主主義をもたらすものとして評価されているの

であるr)

いま必要なことは、インターネットに過大な期待を寄せることでも、その意

義を過少に見積もることでもなく、実際にインターネットによつて何ができる

のかを具体的に示し、積極的な可能性を示していくことであろう。「パソコンで
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何でもできる」のではなく、「パソコンでできることしかできない」のとまった
く同様に、「インターネットで何でもできる」のではなく、「インターネットで
できることしかできない」ということは、言うまでもない。パソコンに過大な
期待をしてはならないように、インターネットにも過大な期待をしてはならな
いが、パソコンやインターネットで可能になることについては冷静に評価し、
それを積極的に伸ばしていく、しかも、それを具体的なかたちで示していく、
これがいま必要なことであろう。いま、私が従事している哲学の分野において
も、さまざまな仕方でインターネットが活用され、膨大な情報が蓄積されイン
ターネットを通じて利用可能になってきているξ)そ ういう状況のなかで、私た
ちが取 り組み始めて三年になり、昨年度の作業の完成をもって目標の半分を達
成し、いわば山越えの峠を越えた感のあるフッサール・データベース (http:〃

…
。ipCS・Shizuoka.ac.jp/～ jsshama/HuA― hOmeohtml)は、ィンターネットを

哲学研究のために活用していく試みの一つと見なされていい、と私は考えてい
る。

1.峠を越えたフッサール・ データベース

フッサール・ データベースの内容、これまでの経過などについて詳しくは、
旧稿(0を参照していただきたいが、そこで既に述べてきたょうに、このデータ
ベースは、版権の問題があるためテキス トそのものを公開することはできず、
その代わりに、私たち共同研究者が厳選した 466語 (句)の出現箇所を『フッ
サール全集』の頁数と行数で表示するという、検索結果のデータベースでぁる。
それは、初めやむを得ない二次的な逃げ道として案出したものであったが、そ
れがインターネットを通じて公開されるということによって、「情報についての
民主主義」ヒいう積極的な意味を持つようになったのではないか、といまは考
えている。もちろん、或る語旬の出現箇所が一目瞭然で分かるということは、
それだけで何か哲学的な意義を持つものではなく、それは、単なるデータ (情

報)に過ぎない。それを単なるバラバラの無意味な所与ではなく、意味のある
情報 (infOrmatiOn)と してかたちを与える (in―form)こ とができるのは、私
たちがそれをどう読むのかという読みである。しかし、少なくとも、そのため
の材料 (material)を 誰もが共有できるということを可能にしたのは、インター
ネットによる公開であった。

私たちがこの作業を始めたのは、3年前の 1994年のことであったが、1994年

-3-



度に5巻分 (11、 13～ 15、 16巻 )を完成し1995年 4月 インターネットで公開し

たのを皮切りに1996年 4月 には6巻分 (21～ 23、 25、 27、 29巻)のデータを追

加し、そして更に、今回1997年 4月 にも6巻分 (1～ 5、 10巻)のデータを追

加することになった。今回追加した6巻の底本は以下の通りである。

Bd.I Gα滋賀う″ηおθ′ル M2義滋″ο%ιπ%πグ』物ガsι7 7a〃切 らhrSg.von S.Strasser,1963(2.

Au■age)。 〔『デカルト的省察とパリ講演』〕

Bd.II Dι ZιιルγP姥′πο%″Zθ′ag,aJレグ И,rt酬ぃ 、hrgo von W.Biemel,1973(2.

Aunage).〔『現象学の理念』〕

Bd.H1/1■a観
“
ι
“
%″ 協π%物 %θ%ι%ο:ぼι%%″ 夕勿ποπク2οι昭お磁″z′乃′Jasψλル.

欧 燃 』物θれ hrg.VOn Ko Schttmarln,1976(neu hrg。 ).〔『イデーン第 1巻』〕

Bd.IV ttJι
“

z%“%″ %πι%」ワ〃πο%″zο Jaノι%%″ 夕″%οπ″Zο:摯CLι%Pん′わscψλル.

動 劾膝 助 屹 hrgo von M.Biemel,1952.〔『イデーン第H巻』〕

Bd.V」悶ι%Z%απι″%勿ι%Лttπθ%%OJぼa%%グ タ″′ηο%ιπθ′昭お磁ι%′み′′οsψカル・

助 滋s aι∂ヶhrg.VOn M.Biemel,1952.〔『イデーン第Ⅲ巻』〕

Bd.X ttγ Л物′%θ%ι%0′aノια賀 勿πι″ηz Zグルのυttβたι′夕雰 α瞼3-191つ hrgo von R.

Boehm,1966。 〔『内的時間意識の現象学』〕

これらは、『フッサール全集』でも、初めの方の巻を占めるものであり、また、

わが国でも邦訳が早い時期になされた巻でもあり、それゆえフツサールの代表

的著作と見なされてきたものである。それだけに、これらの巻が今回フッサー

ル・データベースに加わったことは大きな意味を持っており、利用者の期待に

も答えるものである。と同時に、これら今回の 6つ の巻のデータの完成によつ

て、私たちのフッサール・データベースも合計で『フッサール全集』の 17巻 を

カバーすることになり、それは、現在 30巻 まで刊行されている同『全集』の半

分以上を覆うことになった。その意味で、同『全集』はまだまだこれからの刊

行が予定されているものがあるとはいえ、とりあえず、「峠は越した」と言うこ

とができようg)

ここで、今回作業の完成した巻について、詳しくはインターネットを通じて

フッサール・ データベースにアクセスしていただくとしても、入力されたテキ

ストのサンプルと、検索結果のサンプルをわずかなりとも呈示しておこう。

① まず、検索作業のもとになるテキストは次のようなものである。サンプル
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として、『フッサール全集』第1巻すなわち『デヵルト的省察とパリ講演』の最
初のページを挙げておこう。テキストのなかに見られる“_P",“_T",t!",“」"

は、検索ソフトのための制御記号で、それぞれ、ページ数、タイトル行、イタ
リックおよびゲシュペル トによる強調、ギリシア語 (こ こにはないが)を表示
するためのものである。また、ドイツ語に特有な記号 (ウ ムラウトやェスツェッ
ト)はそれぞれ “a～ ",“ 0～ ",“ u～ ",“ s～"に よって、また、フランス語に特有
な記号、例えばここに登場する“ё"は “e/"に よって置き換えられている。

Pl

T― ― ―
A―

― ―

TDIE PARISER VORTRA～ GE

P3

An dieser eh― ～rdigsten Sta― tte franzO― sischer Wissenschaft

u´しber die neue Pha― nomeno10gie sprechen zu du― Ifen, erfu-1lt rnich

aus besonderen Gru～ nden lnit Freudigkeit.Denn kein Phi10sOph

der Vergangenheit hat auf den Sinn der Pha― nomeno10gie so

entscheidend gewirkt wie Frankreichs grO～ s～ ter Denker,Rene/

Descartes. Ihn mus～ sie als ihren eigentlichen Erzvater verehren.

Garlz direkt, ausdru～ cklich sei es gesagt,hat das Studium der

Cartesianischen MeditatiOnen in die Neugestaltung der werden―

den Pha～ nomenologie eingegnffen und ihr dieienige sinnesfO品

gegeben,die sie jetzt hat und die es fast gestattet,sie einen

neuen Carteslanlslnus zu nennen, elnen Cartesianlsmus vom 20。

Jahrhmdert.

Bei dieser Sachlage darf ich wOhl im vOraus lhres Anteils

sicher sein, wenn ich an dieienigen MOtive der !Meditationes de

」prima philosophil_!anknu～ pfe,denen,wie ich glaube,eine Ewig―

keitsbedeutung zukOnllnt, und wenn ich daran anschlies― end die

Umbildung und Neubildung kerlnzeichne,in welcher das Eigen―

tu― mliche der pha― nomen010glschen MethOde und Problematik

entspHngt.

Jeder Anfa～ nger der PhilosOphie kennt den merkwu～ rdigen
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Gedankenzug der Meditationen.Ihr Ziel ist,wle wlr uns enmem,

eine vo～ nige Refom der Philosophie,darin beschlossen die aller

Wissenschaften.Derln sie sind nur unselbsta～ ndige Glieder der

einen miversalen Wissenschaft,der Phi10sOphieo Nur in ihrer

systematischen Einheit ko― nnen sie zu echter Rationalita― t ge―

bracht werden ――― die ihnen, so wie sie bisher eⅣ achsen sind,

fehit.Es bё darf eines radikalen Neubaues, der der ldee der Philo―

sophie als !un市 ersaler Einheit der Wissen―

!schaften! in der Einheit einer !absolut rationalen

!Beru～ ndung genugtut!.Diese Fordemng des Neubaues

wirkt sich bei Descartes in einer subiektiV gewendeten Philo―

sophie aus.Diese subiektiVe Wendung vollzieht sich in zwei

Stufen.

② 次に、前述の466語 (句)について同じ巻の 1巻分の出現回数のみを表し

た検索結果のリストから、その一部を示しておこう。編者序論および脚注につ

いても検索できるよう、本文と脚注と編者序論とを別々のデータベースとして

作成している (例 えば、HUA 01Tは第 1巻の本文、HUA 01Aはその脚注、

HUA 01Eは 同巻の編者序論をそれぞれ表す)が、ここでは、サンプルとして、

本文の“a"で始まる検索語のみを示す。以下のリストのうち、“#"の あとの数字

はナンバリングされた集合番号、次の数字はその検索語のこの巻における出現

回数、検索語の前の`T'は大文字・小文字を区別せずに拾う機能、検索語の後

の“
*"は前方一致で拾う機能 (例えば、“abbild*"は、“Abbild",“ Abbildung",

“abbildet",etc。 をすべて拾う)を それぞれ表している。

a～ hnlichkeit中≪HUA 01T.IDX≫

#1:   18: ap五 ori

#2:    1: abbild・

#3:    0: abschattung・

#4:    90: absolut・

#5:   12: abstraktion・

#6:   14: abwandlung・

#7:   10: ada～ quat・

#8:

#9:

#10:

#11

#12

#13

#14

#15

4

80

27

17

2

19

46

7

aktt

aktiv'

I aktuell*

I als-ob

I alter ego

I an sich

I analogon*

-6-



#16:

#17:

３２

２９

５

０

０

‐６

analyse*

andereri

_anonym*

anorrnal+

anormalita - t*
anschauung*

anthropolog*

antizipation*

anzeichen

anzeige*

_apodiktisch*

_apodiktizita - t*
_apparenz*

_apperzeption*

_apperzeptiv*

_apperzipier*

_appra - sentation*

_appra - sentativ*

#34

#35

#36

#37

#38:

#39:

#40:

#41:

#42:

#43:

#44

#45

#46

#47

#48:

#49:

#50:

２８

０

３７

０

３

０

２６

・１

４

_appra - sentier*

_apprehension*

_apriori
arithmetik

_aspekt*

_assertorischt

assoziation*

assoziativ*

auffassung*

aufmerksamkeit*

_usdehnung*

ausdruck*

aussage*

ausschalt*

ausschaltung*

_aus - enhorizont

axiologie

#18

#19

#20

#21

#22

#23

#24

#25

#26

#27

#28

#29

#30:

#31:

#32:

#33:

3:

4:

0:

3:

73:

13

1

24

3

12

19:

9:

(以下略)

③ 続いて、今回作業を行った 6つの巻について、サンプル語 (`t horiZOnt*")

の各巻 (た だし本文のみ)における出現箇所を頁数と行数とで表した検索結果
を示しておこう6“#"の あとの数字は、検索語につけられたナンバ リングの数
字、次の“items"の 前の数字がこの巻における出現回数、その下に並ぶ 5桁の

数字のうち、前 3桁は頁数を、後 2桁は行数をそれぞれ表す。ただし、出現回
数が 1以上 10未満の場合は、タイ トルなしの表示方式、出現回数が 10以上の

場合は、タイ トルつきの表示方式をとっている。

≪HUA 01T≫

#174:S:   71 iterns

― ― ―
A―

― ―

horizont*
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DIE PARISER VORTRA～ GE
・
01838 01901 01912 01927 01935 02035 02106 02107 02132

02223 02339 02410 03325 03630 03639 03727

-――B―――

CARTESIANISCHE MEDITATIONEN

EINLEITUNG

I.MEDITATION      05308 06216 06216 06223 06229

11. MEDITATION          06729 06909 08115 08205 08206 08214 08225 08231

08233 08239 08301 08309 08313 08319 08526 08604

08714 08812 08836 09104 09105

1Ho MEDITATION     09535 09629 09838 09902

1V. MEDITATION         09922 10003 10226 10502 10717 10720 11814

Vo MEDITATION      13205 13215 13313 14106 14403 15838 15839 16034

16036 16727 17520 17605 17721

SCHLUSS             17919 17927 18017

-――C―――

INHALTSU～ BERSICHT

19036 19110

≪HUA 02T≫

#174:   0 : horizont“

≪HUA 03T≫

#174:S:  30 items     hO五 Zont*

EINLEITUNG

ERSTES BUCH

ERSTER ABSCHNITT

ERSTES KAPITEL

ZWEITES KAPITEL

MEITER ABSCHNITT

00510 00513 00536

ERSTES KAPITEL     05722 05735 05801 05929 06005

ZWEITES KAPITEL    09120 09211
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DRITTES KAPITEL 10130 1013I IO2I2

VIERTES KAPITEL

DRITTER ABSCHNITT

ERSTES KAPITEL L3605 14721

ZWEITES KAPITEL 18402 18405 t84r2 18413 18434 18438 18503 18504

18530 18531 18535 18537

DRITTES KAPITEL

VIERTES KAPITEL 27301

VIERTER ABSCHNITT

ERSTES KAPITEL

ZSTEITES KAPITEL 32634 3273L

DRITTES KAPITEL

<HUA-O4T>

#174:5: 27 items horizont*

Z\4TEITES BUCH

ERSTER ABSCHNITT

ERSTES KAPITEL 01012 02106

ZRTEITRS KAPITEL 03934

DRITTES KAPITEL 06801

ZWEITER ABSCHNITT

EINLEITUNG

ERSTES KAPITEL 10720 10723

ZWEITES KAPITEL

DRITTES KAPITEL

VIERTES KAPITEL

DRITTER ABSCHNITT

ERSTES KAPITEL 19505 1962L TggOT

Z,R{EITES KAPITEL 21836 25730 25737 27092 2752s

DRITTES KAPITEL 30014 30022

BEILAGEN

BEILAGE I
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BEILAGE II

BEILAGE IH

BEILAGE IV

BEILAGE V

BEILAGE VI

BEILAGE VH

BEILAGE VHI

BEILAGE IX

BEILAGE X

BEILAGE XI

BEILAGE XH

BEILAGE XHI

BEILAGE XIV

≪HUA 05T≫

#174:S:   l items

05603

35002 37136 37217 37219

37503

37941 38002 38012 38034 38311 38523

horizont*

≪HUA 10T≫

#174:S:  8 items     hOHZOntt

04318 05314 05315 05315 05317 08420 10814 11423

ここでもちろん、この語「地平 (Horizont)」 (お よび、その関連語)の出現

箇所が、第 1巻は 71箇所、第 2巻は0箇所、第 3巻は30箇所、第 4巻は27箇

所、第 5巻は 1箇所、第 10巻 は8箇所、というこの結果は、「地平の現象学」

の成立事情を考えるにあたつて興味深いことであるが、ここではこのテーマそ

のものに立ち入ることはできない,)

2.新 しい事態

さて、ここまでは、1昨年度の作業と同じ作業を新しい 6うの巻に対して行つ

たというだけのことであつた。ところが、昨年度の作業には、それ以前にはな

かった新しい作業が加わつた。それは、あくまで事のついでに副産物 として行

―-10-



われたものであるが、それがこれから持ってくる意味は大きいと思われるので、
ここで特に取 り上げて紹介したい。

それは、私たちが検索のために作成しているテキス ト (TEXASフ ァィルと

呼んでおく)。
)と 並んで、インターネットの呻   (World Wide Web)で すっ

かり有名になった HTML(Hypertext Markup Language)を 使ったテキスト

(HTMLフ ァィルと呼んでおく)を作成していったことである。すなわち、私

たちが検索のために作成しているTEXASフ ァィルは、先にそのサンプルを示

しておいたように、“」",“二T",`■!",“」"と いつた制御記号によって、それぞ
れページ数、タイトル行、イタリックおよびゲシュペルトによる強調 (正確に

言えば、イタリックとゲシュペルトの違いを私たちは無視した)、 ギリシア語を

表し、また、``a～ '',“0～ '',“u～ '',``s～''さ らに“e/'',``e¥'',“ e∧ ",“c～''な どに

よつて、それぞれドイツ語やフランス語に特有な記号を表している。実際、私
たちが検索に使っているソフトの上では、この表記を使えば独仏文字も正しく

表示させることができる。しかし、これらの制御記号・特殊記号はこのソフト
のためのものであり、汎用性のあるものではない,0

ところが、インターネットの
―

で使われているHTMLのタグ(表示の

ための制御記号)を付けられたテキストは、
―

ブラウザ(例 えば、Netscape

やIntemet Explorer)で 読めば、独仏文字およびその他の特殊記号を簡単に表

示させることができる。しかも、このHTMLで書かれたテキストは、MS一
DOSの標準テキスト(ASCⅡ ファイル)であり、従って、今では 98、 Mac、 DOS/
V(IBM一 PC)、 UNIXと いう機種 (あ るいは、OS)の違いに依存することの

ない汎用性を持っている。このHTMLフ ァイルがどのようなものであるか、見
ていただこう。ここでも、サンプルとして、先にも使ったのと同じ『フッサー

ル全集』第 1巻すなわち『デカルト的省察とパリ講演』の同じページを使うこ

とにしよう。

① まず、この頁をHTMLの テキス トで示す と次のようになる (た だし、

“_Pl"と いった頁数の表記は、TEXASの ためのものである。また、原文でゲ

シュペル ト(隔字体)に なっている箇所は、HTMLに はゲシュペル トの概念が

ないし、検率の際に厄介なので、ボールドで表示することにした。〈 〉で挟ま
れたタグの意味については、書店に氾濫しているHTMLの解説書(1つ を参照さ
れたい)。
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(BR)

_Pl(BR)
(HDDIE PARISER VORTR&AumI;GE(/H1)(BR)

<BR>

-P3<BR>
An dieser ehrw&uuml;rdigsten St&auml;tte franz&ouml;sischer Wissenschaft (BR)

&uuml;ber die neue Ph&auml;nomenologie sprechen zu d&uuml;rfen, erf&uuml;llt mich (BR)

aus besonderen Gr&uuml;nden mit Freudigkeit. Denn kein Philosoph (BR)

der Vergangenheit hat auf den Sinn der Ph&auml;nomenologie so (BR)

entscheidend gewirkt wie Frankreichs gr&ouml;&szlig;ter Denker, Rene (BR)

Descartes. Ihn mu&szlig; sie als ihren eigentlichen Ernrater verehren. (BR)

Ganz direkt, ausdr&uuml;cklich sei es gesagt, hat das Studium der (BR)

Cartesianischen Meditationen in die Neugestaltung der werden-(BR)

den Ph&auml;nomenologie eingegriffen und ihr diejenige Sinnesform (BR)

gegeben, die sie jetzt hat und die es fast gestattet, sie einen (BR)

neuen Cartesianismus zu nennen, einen Cartesianismus vom 20. <BR>

Jahrhundert.(BR)

Bei dieser Sachlage darf ich wohl im voraus Ihres Anteils (BR)

sicher sein, wenn ich an diejenigen Motive der {)Meditationes de (BR)

prima philosophia(/D ankn&uuml;pfe, denen, wie ich glaube, eine Ewig-(BR)

keitsbedeutung zukommt, und wenn ich daran anschlie&szlig;end die (BR)

Umbildung und Neubildung kennzeichne, in welcher das Eigen-(BR)

t&uuml;mliche der ph&auml;nomenologischen Methode und Problematik (BR>

entspringt.(BR)

Jeder Anf&auml;nger der Philosophie kennt den merkw&uuml;rdigen (BR)

Gedankenzug der Meditationen. Ihr Ziel ist, wie wir uns erinnern, (BR)

eine v&ouml;llige Reform der Philosophie, darin beschlossen die aller (BR)

Wissenschaften. Denn sie sind nur unselbst&auml;ndige Glieder der (BR)

einen universalen Wissenschaft, der Philosophie. Nur in ihrer (BR)

systematischen Einheit k&ouml;nnen sie zu echter Rationalit&auml;t ge-(BR)

bracht werden --- die ihnen, so wie sie bisher erwachsen sind, (BR)

fehlt. Es bedarf eines radikalen Neubaues, der der Idee der Philo-(BR)

sophie als (B)universaler Einheit der'Wissen-GR>
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schaftenく /B〉 in der Einheit einer〈 B〉absolut rationalenくBR〉

Begr&uulnl;ndung genugtut〈 /B〉 .Diese Forde― g des Neubaues〈 BR〉

wirkt sich bei Descartes in einer subiektiv gewendeten Phi10-く BR〉

sophie aus.Diese subiektive wendung voHzieht sich in zwei〈 BR〉

Stufen.〈 BR〉

②  この HTMLフ ァィル を WWWブ ラウザで読 む と、つ ぎめ ょぅに原文が

再現 され る。

A
DIE PARISER VORTRAGE

_P3
An dieser ehrwiiLrdigsten Stdtte franzOsischer Wissenschaft
iiber die neue Phitnomenologie sprechen zu dtirfen, erftillt mich
aus besonderen Grtiurden Llt Freudigkeit. Denn kein philosoph
der Verg_angenheit hat auf den Sinn der Phanomenologie so
entscheidend gewirkt wie Frankreichs groGter Denker, Ren6
Descartes. Ihn mu8 sie als ihren eigentlichen Erzvater verehren.
Ganz direkt, ausdrticklich sei es gesagt, hat das Studium der
Cartesianischen Meditationen in die Neugestaltung der werden-
den Phdnomenologie eingegriffen und ihl dieieni[e Sinnesform
gegebery die sie ietzt hat und die es fast gestattet, sii einen
neuen cartesianismus zu nennen, einen c-artesianismus vom 20.
Jahrhundert.
Bei dieser Sachlage darf ich wohl im voraus Ihres Anteils
sicher sein, wenn ich an dieienigen Motive der Meditationes de
yri.ry philosophia ankntipfe,dinen, wie ich glaube, eine Ewig-
keitsbedeutung zukommt, und wenn ich darair anschlieBend die
urnlil$ung und Neubildytrg kennzeichne, in welcher das Eigen-
tomliche der phiinomenologischen Methode und probrematil
entspringt.
Ijd-"r Anfiinger_der Philosophie kennt den merkwtirdigen
Gedankenzug der Meditationen. lhr zielist, wie wir uis erinnern,
eine viillige Reform der Philosophie darin beschlossen die aller
Wissenschaften. Denn sie sind nur unselbstandige Glieder der
einen universalen wissenschaft, der philosophie. Nur in ihrer
systematischen Einheit kOnnen sie zu echterhadonalit&t ge.
bracht werden -- die ihneru so wie sie bisher erwachsen strd,
fehlt. Es bedarf eines radikalen Neubaues, der der ldee der philo-
sophie als universaler Einheit der Wissen-
schaften in der Einheit einer absolut rationalen
B:qtfi"+lg genugtut. Diese Forderung des Neubaues
wirkt sich bei Descartes in einer subiektiv gewendeten philo-
ryphie aus. Diese subiektive Wendung vofzieht sich in zwei
Stufen.
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これだけ普及してきたインターネットの状況を考えると、今後、電子テキス

トは、このHTMLが標準になっていくと思われる(少なくとも英語以外の言語

のテキストには、それが有効である)。
幼。また、先に示したTEXASフ ァイル

とこのHTMLフ ァイルとを比べていただければ分かるように、前者のテキス

トから後者のテキストヘは (イ タリックとゲシュペルトについては別にして)

或る程度容易に機械的な一括変換が可能である。これらが、私たちが昨年度、

副産物としてこのHTMLテ キストを作成してみた理由である。

現在、インターネット上には、このようなHTMLを使って書かれた電子テキ

ストが、哲学の分野においてもすでに多数公開されている

'つ

ただし、著作権・

版権の問題があり、どのようなテキストでも公開できるという状況にあるわけ

ではない。私たちが作成しているフッサールのテキストの底本である『フッサー

ル全集』も、オラングの出版社 (今は、Kluwer Academic Publishers)が版権

をもっており、私たちのテキストがどのようなかたちで公開できるかについて、

現在も同社と交渉を重ねているところである。

3.98、 Mac、 DOS/V共存環境のなかでのマルチリンガル・ テキス ト

さて、以上のように、私たちの検索を中心としたフッサール・データベース

作成の副産物として、さしあたり今回作業を行った『フッサール全集』の第 1

～ 5、 および10巻 について、このようなHTMLテキストを作成してきたわけ

だが、その作業をする際に、これまたもう一つの副産物として、98、 Mac、 DOS/
Vと いう二つの異なる機種環境の間でのコンバートについて、いくつか学ぶこ

とができたので、これについてもここで併せて報告し、後進の研究者たちの参

考にしていただきたい,0

異機種環境の間でのコンバー トとは言っても、MS一 DOS標準テキストファ

イルについては、フロッピーの違い(2DDか 2HDか、2HDでも1.25 MBか

1.44 MBか という違い)こ そあれ、スリーモードのフロッピーディスクドライ

ブなどによってそれをクリアすれば何の問題もない。現在では、ほとんどのワー

プロ専用機でさえ、MS一 DOS標準テキ不 トフアイルを扱うことができるよう

になっているので、パソコンの異機種間のみならず、ワープロ専用機とパソコ

ンの間での互換ですら難なく可能となっている。ところが問題は、私たちのテ

キス トには不可欠の独仏文字およびその他ギリシア語などの特殊記号である。

これらはMS一 DOS標準テキス トとして使える記号には属していない。した
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がつて、或る機種ではうまく表示された独仏文字も、別の機種のワープロ・パ

ソコンで読もうとすると文字化けしてしまう。これらの特殊文字は異機種間で
互換性がないのである。なぜだろうか。それを説明するには、まず、文字コー
ドのことから話を始めなければならないが、その原因が分かりさえすれば異機
種間で互換性を確保することも可能になるのである。

さて、コンピュータの内部では、文字はすべて oと 1の 2進法の数字に置き
換えて処理されていることはご存知だろう。したがって、ァルファベットおよ
びその他の記号には、それぞれに対応する数値が定められていて、これが文字
コードと呼ばれるものである。「もともと英語圏で発達を遂げたコンピュータの
文字処理に必要だったのは、アルファベット26文字といくつかの記号だけで
あつた。それを機械で処理するには、 1桁の2進数を基準として計算するコン
ピユータに7ビ ツト、つまり2の 7乗で128の コードを設けて、そこに文字を
割りふるだけでも十分にことが足りた。そこで各メーカー間で互換性が保てる
よう|こ ASC)II(American Standard COde of lnfomation lnterchange) コー
ドと呼ばれるコードが制定され、その後 1ビ ット拡張されて 8ビ ットとなり、
256文字が定義された。この文字コードは拡張 ASCIIコ ードと呼ばれて、今日
ほぼ世界的にあらゆるコンピュータの文字コードの基礎 となっている」gり初め
の ASCIIコ ードで、ァルファベットの大文字、小文字、数字、制御記号など、
基本的な記号が 0か ら127ま でに割 り振られ、これはすべての機種で共有され
ていた。ところが、後から追加された 128か ら256ま では、未定義部分として、
各国語でそれぞれ必要な文字が割 り当てられたが、ここで国によってばかりで
なく、機種によって異なる文字を割 り当てることになってしまった。これが間
題の始まりである。

ここで、サンプルとして 4種類の異なる文字コード表を見ていただこう (次

頁以下),6)表 1は、もともとIBM一 PCで標準となっており、DOS/vの英語
モードの標準ともなっているコー ド・ページ437と 呼ばれるものである。表 2

は、日本語 JISの いわゆる「シフトJISコ ード表」とも呼ばれるもので、DOS/
Vではデ

~ド・ページ932と 呼ばれている。 0～127の コードはASCIIと ほぼ
同様だが、128～ 256の コードは、半角カタカナに当てられた部分と、2バイ ト
コードの前半となり、続 く1バイ トコードと組み合わせていわゅる全角文字 (漢

字、ひらがな、カタカナ、全角の特殊記号)を表すための部分とがある。表 3

は、Windowsで採用されたANSI(American National Standards lnstitute)

character setsで 、そして最後に、表 4は、Macintoshで採用されている Stan…
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64 240

7‐ A‐ B‐ C‐ D‐ E‐ F‐
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L ⊥

③ く
l A Q

⊥

0 | κ ‖ T T

リ 3 C a ト
L

・4 ◆ D J L r

・5 ÷ § % 5 U 雨 → + F

● & V ト
「

7 ・7 G W ¬ 十

■ H X h ¬ L 十 Φ

○ ) I Y 0 F
」 0

・A J J 0 ‖
」 L

「

Ω

・B び K [ { % 司 ■

・C ? ヽ l |

1/4 」J ∞

・D ♪ M ] )
」J

・E メ ▲ N ”Ａ PI 」 ■

・F 豪 ▼ ′ 0 合
Ｏ
Ａ ¬

上

1

一ハ
”

7‐ A‐ B‐ C‐ D・ E‐ F‐

Ｌ
Ｆ

Ｊ
「 @ I

1 F「
1 A Q チ

B R 『

LL C テ モ

D T t ヤ

% U オ ナ

& V

G W キ

( H X

O
Ｌ

Ｆ ) 1 Y ケ ル

A Z J

・B J K [ { サ

・C ↑ L ¥ l
|

シ

,D
|

M 〕 ス

,E ■ N セ ホ

,F 幸 ′ 0

表 2:PC―DOS用コー ド・ページ932

表 1:PC― DOS用コー ド・ページ437
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40 50 A● B0 CO D0

@ A 0

: A Q
: A

B R A 0

C A 0
04 D T A 0

% U A 0

& V だ 0
07 G W C

( H X 0

) : Y l ‰ 0

OA Z j

K

OC L ヽ :
| 饉 1/.

l l

OD M 】 ・/1 i Ψ :

0 ●
/4 i 1

′ 0 Ψ I

表 3:Windows用 コード・ページANSi Character sets

@ Ａ̈ :

1 A Q A 0

B R
` `Ё l 0

D N F %

% U 0 I A

& V 0 E

7 G W Σ A

( H X 0 Π E

) Y 0 Ψ 主

K [ 〔 A :

●
|

M ] Ω 0

| |

N κ =| C 0

:⊥ L | |

0 0

表 4:Macintosh用コー ド・ページ Macintosh Character Sets:Roman
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dard Roman character setsで ある。表 10表 30表 4を比べれば、同じヨー

ロッパ系の文字を使いながらも、128～ 256の箇所の割 り振 り方がそれぞれ微妙

に異なることがお分かりであろう。これが異機種間の文字化けの原因なのであ

る。そしてまた、これが原因だということが分かれば、これらの文字コードの

間で変換の方式を作つてさえやれば、独仏文字その他の特殊文字についても互

換性を確保することができるということになる。

ここで、異機種間の文字コードの変換に入る前に、より基本的なMS― DOS

テキストフアイルにおける変換 (コ ンバー ト)一般について述べておこう。具

体的に、私たちが今回行つた TEXASフ ァイルからHTMLフ ァイルヘの変換

を考えてみよう。つまり、TEXASフ ァイルでは、私たちのテキストで問題に

なるドイツ語特有の文字は、

a:a～,ё:o～,ti:u～ ,3:s～

そして、フランス語特有の文字は、

6:e/;ё,a,こ:e¥,a¥,u¥;O,a,0,a:e∧ ,a∧,0∧,u∧ ;ё,1,u:e～ ,i～ ,

u～;c:c～
がそれぞれ当て られているが、HTMLフ ァイルでは、

&aunll;,&oulnl;,&uuml;,そ &szlig;

&eacute;, &egrave;, &agrave;, &ugrave;, &ecirc;, &acirc;, &ocirc;, &

ucirc;, 8riurnl;, &ccedil;

などとなる。これを、ワープロあるいはエデイタで一つずつ一括置換してもで

きないことではないが、それでは手間がかかつてしようがない。そこで、これ

を一挙に置換してくれる、言わばコンバータ代わりの作業をしてくれるソフト

がある。それは、もともとUNIXで開発されたものが DOSに も移植されてい

るSEDと いう、テキストの加工を目的としたツールである。SEDの基本的な機

能は、文字列を検索して、それを置き換えることにあり、それは、テキストを

確認しながらではなく、フアイル全体に対してコマンドによつて一挙に操作す

るため、非対話型のエデイタと呼ばれる,つ これを使つて、例えば、

sed― e's/a～/¥&aurnl;/g'inputfile〉 outputfile

("&"と いう特殊記号の前にはエスケープのための "¥"をつけてやる必要が

ある。)と してやると、TEXASフ ァイル (inputfile)の なかの"a～"をすべ

て "&aumt''に変換したファイル (outputfile)を 作つてくれる。

そこで、

s/a～/¥&allml;/g
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s/u～/¥&ullmlノg

s/o～/¥&ollml;/g

s/s～/¥&szlig;/g

s/A～ /¥&AШnlノg

s/U～/¥&UШnl;/g

s/0～/¥&Ounl;/g

s/e¥//¥&eacute;/g

s/ettnげ¥&egrave/g

s/a¥¥/¥&agraveノ g

s/u¥¥/¥&ugraveノ g

s/e∧/¥&ecircプ g

s/a∧ /¥&acircノ g

s/o∧/¥&ocirc;/g

s/u∧/¥&ucirc;/g

s/e～ /¥&eum聴 /g

s/i～/¥&iuml;/g

s/c～ /¥&ccedil;/g

(8～11行日、"/"お よび "¥"と いう特殊記号の前にも同様に "¥"を つけてや

る)と いうスクリプ トを書いたファィル (tex―htmosedと する)を作っておき、
sed ―f tex―htmosed inputfile 〉Outputfile

としてやると、TEXASフ ァィル (inputfile)の独仏文字をすべて HTMLの 表

記に変換したHTMLフ ァィル (outputile)を 一挙に作ってくれる。前述めよ
うに、イタリックおよびゲシュペル ト (私たちはボールドを代わりに使った)

については機械的には行かないが、それにしても、私たちが昨年度 TEXAS
ファイルを作成する冨J産物 としてHTMLフ ァィルを容易に作成することがで

きたのも、このようなテキストツールのおかげである。

さて、このようなテキス トツールを使えば、異機種間での独仏文字その他の

特殊文字の変換も可能となる。以下において

'ま

、たまたま私の手元にあったの
が日本語版の SEDであったがため、 2バイ トコード用に割 り当てられた部分
についての変換がうまく行かないようなので、これまた私の手元にたまたま

あったXTRと いうプログラムを使うことにした,0こ れもSEDと 同様、テキ
スト整形・カロエ・ 印刷といった、様々なテキス ト処理のためのツールである。
もともとスペイン語の文書を印刷することを目的として作られたものらしい
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が、付加的機能として検索・置換の機能も持ち、欧文文字コードには強いよう

なので、これを使うことにした。基本的な用法を確認するために、先ほどと同

じ変換をこのプログラムでしてみると、まず、

xtr―r/a～/&auml;inputfile〉 output

で 1文字の変換がテキスト全体にわたつて行われ、

.r/a～ /&auml;/

.r/u～ /&uumlノ

.r/o～ /&oumlノ

.r/s～/&szlig;/

.r/A～/&Aum1/

.r/U～/&Uulnl;/

.r/0～/&Oum1/

.r/e¥//&eacuteノ

.r/el等 /&egraveノ

.r/aヨnr/&agrave;/

.r/ulnr/&ugrave;/

.r/e∧ /&∝ircノ

.r/a∧/&acircノ

.r/。 A/&。 circノ

.r/u∧/&ucircノ

.r/e～/&ewJノ

.r/i～ /&iumlノ

.r/c～/&ccedilノ

というスクリプトを書いたファイル (tex―htmoxtr)を作つておき、

xtr @tex―htmoxtr inputfile〉 outputfile

としてやると、同様にして HTMLフ ァイル (outputfile)が できる。

さて、そこで今度は、文字コードの変換に取 りかかろう。まずは、DOSのコー

ド0ページ 437が使われているテキストをHTMLフ ァイルにしてみよう。そこ

で、先に掲げた表 1の文字コードを見ながら、例えば、"a"でぁれば縦 "8-"と

横 "-4"の交差した地点 "84"にあり、"u"であれば縦 "8-"と 横 "-1"の交差し

た地点 "81"にあり、等々、その他も同様にして (コ ード番号の前に "¥x"をつ

けて)、

.r/¥x84/&aШ nlノ
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.r/¥x81/&uumlノ

.r/¥x94/&ourn1/

.r/¥xE1/&szlig;/

.r/¥x8E/&Aunlノ

.r/¥x9A/&Uun1/

.r/¥x99/&OШ Jノ

.r/¥x82/&eacute;/

.r/¥x8A/&egraveノ

.r/¥x85/&agrave;/

.r/¥x97/&ugrave/

.r/¥x88/&ecircノ

.r/¥x83/&acircノ

。r/¥x93/&ocircノ

.r/¥x96/&ucircプ

.r/¥x89/&euln1/

.r/¥x8B/&iuml;/

。r/¥x87/&ccёdit/

・b

.r/¥xOD¥xOA/く BR〉¥xoD¥xOA/

(先程までは省略していたが、ここ最後の 2行で、ついでに、DOSの改行に

HTMLの 改行マーク〈BR〉 を付け加 える作業 も示 してお く。DOSの改行は
HTMLで は無視されるためである)と いうスクリプ トのファイル (dos―htm.

xtrと する)を作ってやり、これで先ほどと同様に、

xtr @dos―htmoxtr inputfile〉 Outputfile

というXTRの コマンドにかけてやると、DOS/vの コード・ページ437で表

記されていた独仏文字がHTMLテキストに変換される。

次に、Macのコード・ページが使われているテキストをHTMLフ ァイルに
してみよう。上と同様にして、先に掲げた表 3の文字コー ドを見ながら、
.r/¥x8A/&aurnlノ

.r/¥x9F/&uuln聴 /

。r/¥x9A/&Oun1/

.r/¥xA7/&szlig;/

.r/¥x80/&Aurnlノ
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.r/¥x86/&Ulm1/

.r/¥x85/&Ouml;/

.r/¥x8E/&eacuteノ

.r/¥x83/&Eacute;/

.r/¥x8F/&egraveノ

.r/¥x88/&agravq/

。r/¥x9D/&ugrave;/

.r/¥x90/&∝ ircノ

.r/¥x89/&acircノ

。r/¥x99/&ocircノ

.r/¥x9E/&ucirc;/

.r/¥x95/&iurnl;/

.r/¥x8D/&ccediL/

.r/¥xA4/&#167ノ

(最後の行は""を HTMLの コードに変換するもの)と いうスクリプ トの

ファイルを作つてやり、これで先ほどの XTRの コマンドにかけてやると、Mac

の独仏文字を含むテキストが HTMLのテキストに変換される、という次第で

ある。

ここまで来たら、お望みならば、独仏文字のみならず、その他の特殊文字に

ついても、DOSあるいはMACからHTMLへだけでなく、その逆も、また更

に、DOSか らMACへ、あるいはその逆への変換も自由自在になる。これ以上

ここに詳しく記すのは蛇足となろう。ご自分で試みられたい。

さて、こうして、98、 Mac、 DOS/Vと いう異機種の間の独仏文字の互換を

確保することができるようになった。そして、その中で分かつてきたことがあ

る。すなわち、これら異機種間での互換は、前述のようなテキストツールを使

えば可能であることは分かつたが、そもそもHTMLテキストにしてしまえば、

機種の違いに関係なく、岬 ブラウザで見れば、同じテキストが同じによう

に正しい独仏文字で表示されるということである。つまり、HTMLで書かれた

インターネットWWW上 の電子テキス トにおいては、機種の違いなど気にす

ることなく、独仏文字を扱うことができるようになったということである。こ

れは機種の違いによって閉じられていたマルチリンガル環境に穴を開け、風通

しをよくしてくれるであろう。

ただし、このHTMLテキストにも問題がないわけではない。まず、哲学のテ
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表 5:ASCllコ ー ドによる特殊文字の表示
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キストには、フッサールの場合に限らず、 ドイツ語・ フランス語のみならず、

ギリシア語もしばしば出てくる。もう一度、表 1の コード・ページ 437に もど

ると、そこには、ギリシア語のアルファベット24(語末のシグマまで含めると

25)文字、大文字も合わせて 48(同 49)文字のうち、13文字、ローマ字アルファ

ベットがそのまま使えるものを含めても28文字しか入っていなかった。しか

し、それはまだいい方で、表 3をみていただくと、このWindows用 コードでは、

ギリシア語は、何故か残された唯一の例外 (ミ ュー)を除いて、すべて捨てら

れてしまった。また、表 4の Macintosh用 コードでは、わずか 5文字 (ロ ーマ

字アルファベットがそのまま使えるものを含めても20文字)しか、入っていな

い。DOSであれば、ギリシア語図形文字セットであるコード・ページ 86910と

切 り替えれば、すべてのギリシア文字が入っているが、そうすると今度は独仏

文字が出なくなる。要するに、ギリシア語をドイツ語・ フランス語と共存させ

ることができないのである。(あ とは、日本語用 2バイ トコードの特殊文字のな

かに入っている全角のギリシア語を使うしかない。)こ のような事情は、HTML

においても何ら変わっていない。先には、独仏文字の HTMLと して "&aumt"

といった表記を用いてきたが、同じことはASCIIコ ードを用いて表記すること

ができる。ヨニロッパ系言語用のフォントに設定した場合の特殊文字の表示方

法については、表 5(2のをご覧になって分かるように、ほとんど前掲表 3の Win‐

dow用 コードが用いられている(ま ったく同じではない)。 つまり、前述のよう

に、そこにはギリシア語が、ここでもまた何故か残された 3文字 (ミ ュー以外

に、パイの大文字・小文字)を例外として、ほとんど含まれていない。HTML

でギリシア語をすべて表記するためには、フォントをS脚山ol、 エンコーディン

グをGreekに してやらねばならないが、これはローマ文字アルファベットの場

所 (65か ら90、 97か ら122)に ギリシア語をあてるため、アルファベットがす

べてギリシア語になってしまう。ここでもやはり、ギリシア語をドイツ語・ フ

ランス語と共存させることはできないのである。

さらに、日本語との共存の問題もある。前述のように、ヨーロツパ系の言語

では独仏文字が当てられているコード表の 128か ら256に、日本語では半角カ

タカナと2バイトコード1文字 (いわゆる全角文字)の 1バイトロを当ててい

る。そのため、コード・ページ 437においてドイツ語・ フランス語は英語と共

存できるし、コード・ページ 932において日本語は英語と共存できるが、問題

は、ドイツ語・ フランス語と日本語の共存ができないことであるgoこ の点は、

DOS、 Mac、 Windowsいずれのコード・ページでも同じだつたが、HTMLで
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も変わりはない。確かに、フォントとエンコーディングの切 り替えさえすれば、
一つの文字コードに共存できない複数の言語を表示することができるのだが、
それらが一つの画面で共存ができないようであれば、これをマルチリンガルと
呼ぶことはまだできないだろうg2)

もっと根本的な問題を言えば、たとえィンターネットを通じてさまざまな電
子テキストを入手できるとしても、私たちの関心は、画面上でテキストが読め
るなどというところにあるのではない。むしろ、さまざまな仕方で検索をする
ことができるか、私たちが TEXASを使って行っているような検索ができる
か、さらにできれば、文章解析のようなことまでできるか、というところにあ
る。その点では、呻 ブラウザはあくまでも「ブラウズ」するためだけのも
のにすぎない。いま求められているのは、利用者自身がWWW上 でせめて
TEXASな みの検索作業を可能にするような CGI(COrnmOn Gateway lnter_
face)の 開発と、それを利用できる環境の整備。つであろう。今後に期待したい。

お わ り に

さて、インターネットに話を戻そう。パソコンとインターネットに対する、
私の基本的なスタンスは、ッールとして役に立つようであれば利用したいとい
うことに尽きており、これらのツールが万能だと思っているわけでもなければ、
ツールを使うことがそのまま哲学になると思っているわけでもない。冒頭に挙
げたストーンの言い方で言えば、インターネットが「何かに近づく自由」を与
えてくれるなら、それだけで大歓迎。同じ関心をもった研究者が共有財産とし
て共有していていいょうな情報に誰でも近づくことができる。インターネット
はそれを可能にしてくれるのである。そういうスタンスにいる限り、「何かから
遠ざかる自由」は、言うなれば初めからもっている。「何かから遠ざかる自由」
などと言い出すのは、それこそインターネット中毒になっているネットサー
ファーだけであろう。インターネットはもともと、研究者達がお互いの情報を
交換しあうために構築されたものであった。それが商業ネットと接続されるこ
とによって、大衆化されるとともに、金儲けめ道具にすらなってきている。そ
こには、「ゴミの山」と呼ばれても仕方がないようなものも少なくなかろう。し
かし、そのような弊害があるからといって、せっかく手に入れた、情報の民主
主義を可能にしてくれる手段を研究者が手放してはならないであろう。

ちなみに、私たちが構築 0運営しているフッサール・ データベースには、こ
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の半年の間にも多くのアクセスがあった。残念ながら、ホームページにはカウ

ンターをつけていないし、ホームページヘのアクセスのログも確認していない

が、少なくともホームページからデータベースそのものへ入つていき、ftpを

使ってデータそのものをダウンロードして行ったものについてはログを保存し

ているので確認できる。それによれば、昨年 4月 にホームページを開設し、半

年間はログを取つていなかったが、昨年 10月 27日から取 り始めて、今年 3月

15日 までで延べ数が 532件あつた。国別で言えば、日本が 264件、アメリカが

53件、ドイツが 40件、フィンランドが 23件、イギリスが 11件、デンマークが

11件、チェコが 8件、ノルウェーが 7件、カナダとオランダが 5件、ハンガリー

が 4件、ギリシアが 3件、ベルギーとポーランドが 2件、オーストラリアとス

ペインが 1件、その他 DNS(Domain Name Server)に 登録されていない (し

たがって、国が分からない)も のが 88件、という具合で、私たちのフッサール・

データベースがいかに国際的に利用されているかが分かるgoこ のようにフッ

サール研究のための基盤を提供することによつて、日本におけるフッサール研

究全体の水準を上げることと、国際的なフッサール研究に貢献すること、それ

が私たちの当面の目標である。

最後にもう一つ耳寄 りな情報をつけ加えておこう。昨年以来、私たちの共同

研究者でもある和田渡氏が編集の労をとり、日本におけるフッサール研究に関

わるこれまでの論文を網羅した膨大な文献目録が作成され、まもなくフッサー

ル・ データベースのホームページにリンクされて公開される計画である。小論

が活字になるころには、すでに完成していることであろう。改めて、私たちの

ホームページにアクセスしてみられることをお勧めする次第である。

注

(1)ク リフォード・ストール『インターネットはからっぽの洞窟』(倉骨彰訳、草思社、1997

年)

(2)同上『カッコウはコンピュータに卵を産む』(池央歌訳、草思社)

0)立花隆『インターネット探検』(講談社、1996年 )

(4)「 どこでもドア」は社会主義国の壁にも穴を開けた。ベルリンの壁が崩壊したのと同じ

1989年に天安門事件のあつた中国でも、8年経つた現在ではインターネットが一般公開され

ている。「窓を開ければ、数匹のハエは飛び込んでくる。ハエが入つてきたからといって窓は

閉められない」という、北京市電信管理局副総技師の言葉 (朝 日新聞、1997年 5月 13日 朝刊
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の「奔流中国」参照)は、現代中国のインターネットに対する姿勢を象徴している。

(0 拙稿「インターネットによって入手可能な哲学関係の情報源について」(情報知識学会
ニューズレター39、 1996年)を参照。

(6)拙稿「フッサール・データベースについて」(人文論集、第 46号の 1、 1995年 )、 および、

同「インターネットを利用した哲学研究のために―フッサール・データベースの新段階」(人

文論集、第 47号の 1、 1996年)を参照。

(7)全集本巻の残りの巻につぃては、あと3年間で完成する予定であるが、できれば、補完の

Dokulnenteと して既に刊行されているの撫 c〃勘 η%zit、 Eugen Finkに 託された 4
の滋湿%お磁ι M2機協力π″、そして、全 10巻で 1994年に刊行された B万

`ヵ

啄ιたι′にまで作

業を継続したいと考えている。

(8)こ のテーマの背景については、拙論「見えないものの現象学のために」(1996年 3月 25日、

京都大学における現代哲学研究会にて回頭発表、近いうちに活字にする予定)を参照。また、

問題の広がりについては、拙稿「時間・他者・身体―フッサールの反デカルト的省察」(中部

哲学会紀要、第 29号、1997)も 参照されたい。

(9)前掲拙稿「フッサール・データベースについて」でも述べたように、私たちは、現在のと

ころ、テキストデータベース検率プログラムとしてTEXAS(清水明氏作)を利用している。

αO 城岡啓二「テキストファィル版ドイツ語逆引き辞典の作成とその利用」(人文論集、第 47

号の 1、 1996年 )に よると、日本独文学会データベース委員会では、「ドイツ語特殊文字は、

¥記号を当該文字の直煎に付加する[例 :¥A;¥a¥s¥0;¥o;¥耽 ¥u]」 というエスケー

プに¥記号を使う2文字方式を採用しているようである。いずれの方式でも、要するに、テキ

ストそのものの中にはふつうなら出てこないような記号の組み合わせを使って特殊文字を表

記するoのであり (後述のHTMLも 、その点では同じと言える)、 それゆえまた、一括変換
を使えば相互に互換性を保つことは可能なので、どちらの方式を採るかは大した問題ではな
い、と言える。ついでに言えば、同氏の論考は、私とはまったく異なる関心においてであるが、

小論で後に触れるsedと いうプログラムを(awkな どとともに)使ったものであり、参考にさ

せていただいた。

αD 例えば、電視郎『ホームページのつくり方』(エ ーアイ出版、1996年 )

⑫ あるいは、印刷業界などですでに標準になってきており、情報知識学会でも盛んに取り上

げられているSGML(Standard Generalized Markup Language)の ほう力゙、将来的には主

流になるのかも知れないが、これについては私自身まだ勉強不足である。SGMLに ついては、

例えば、Martin Bryan『SGML入門』(ア スキー出版局、1991年)な どを参照。また、文書

管理に優れた SGML、 閲覧性に優れた HTML、 印刷のためのTEXについては、松井陽子

「HTML、 SGML、 TEXの比較」(オ ープンデザイン、NO。 13、 1996年)を参照。
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031 これについては、前掲拙稿「インターネットによって入手可能な哲学関係の情報源につい

て」を参照。また、この拙稿は、インターネット(httpプ湾cmac2.hss.shizuokatacoip/Shakai/

ningen/hamauzu/on― int l.html)で も公開されているので、そこから容易に電子テキストの

ある世界中のサイトに跳ぶことができる。

00 同じ苦労を誰もがする必要はない、後から同じような作業をしようとする人には、私のよ

うな苦労をせずとも、私を踏み越えて行っていただければいい、と思うからである。以下に記

すことは、知る人ぞ知るで、知っている人には今さらということかも知れないが、昨年までの

私を含め知らない人も多く、そして、こんなことは誰でも知っている、ということであつてい

いもの、「情報についての民主主義」が貫かれていいものと私には思われるので、あえてここ

に報告する次第である。

a51 池田巧「Macintoshに よるマルチリンガル環境の構築」(三上吉彦ほか編著『電脳外国語

大学』技術評論社、1993年)を参照。

a61 表は三つとも、三上吉彦ほか編著『パソコン外国語製品ガイド'95』 (イ ンターナショナル・

トムソン・パブリッシング・ジャパン、1995年 )229、 235、 237、 238頁 より。

a71 SEDについては、例えば、Dale Dougherty『sed&awkィログラミング』(ア スキー出

版局、1991年)を参照。

00 これは、村上真雄氏作のフリーソフトウェアである (『月刊アスキー』1992年 6月号の付

録ディスクに収録されていたが、パソコン通信を通じてダウンロードすることもできるよう

である)。 なお、前記のSEDおよびこのXTRと もに、同僚の吉田栄人氏 (文化人類学)か ら

ご教示いただいた。本当は、ここに紹介したものよりはるかに高度な、正規表現を駆使した用

法について詳しくご教示いただいたのだが、ここではそれについて立ち入る余裕がないのが

残念である。感謝するとともに、同氏が運営する「グレミオ・ホームページ (ラ テンアメリカ

の民族と宗教)」 (httpノ/― 。ipcs.shizuoka.acjp/～ jssyosi/indexthtm)を 紹介しておきた

い。しかし、これらのプログラムの紹介について誤りがあるとしたら、すべて責任は私にある

ことは言うまでもない。

191 前掲『パソコン外国語製品ガイド'95』 234頁 を参照。

1201 笹木望ほか共著『HTML&CGI入門』 (エ ーアイ出版、1996年)51頁 より。

OD ここにも、パソコンとインターネットの世界では、英語が世界各国の言語の共通の基盤と

されている、という「英語帝国主義」を嗅ぎつけるべきであろうか。もちろん、或るワープロ

の環境内であれば、日本語とドイツ語・フランス語・ギリシア語を共存させることは不可能で

はないが、それは同じ環境内だけで実現できることであつて、汎用性は持たないことは言うま

でもない。

1221 石川伊織「フル・テキスト・データベースにおける多言語処理の可能性と不可能性」(情
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報知識学会ニューズレター34、

指摘している。

② わが静岡大学では、ネット

に使える環境にはない。

1241私の日についた限りでも、昨年の時点で既に、ドイツ・ハィデルベルク大学のDieter

Koehler lこ よ るPhilosOphie‐Seiten[http://ix.urz.uni‐heidelberg.de/～ dkOehler/philo/

ihvz.htm]、 アメリカ・ コロラド大学の Bob Sandmeyerに よるThe HusserI Page[htti〃

…
・meSa.c。lorado.edu/～ bobsand/husserl.html]、 スィス・ジュネープ大学の Pierre Per‐

roud lこ よるATHENA:BOOKS,LITERATURE,ARTS,SCIENCE,MINARALOGY

[http:〃 un2sgl.unige.ch/_/athena/htm1/athomeohtml]、 香港中文大学・文学院0人文学

科研究所によるResearch lnstitute f6r the Huna」 ties(RIH)(Faculty Of Arts,The

Chinese University of Hong Kong)[http://www.arts.cuhk.hk/Philo.html]な どに、私た

ちのフッサール・ データベースのホームページヘのリンクが張られていた。

1995年)は、DOS/v oWindOws環 境における同じ問題点を

ワークのセキュリティの問題から、現在のところ、CGIを 自由
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